



































































される機構を分析する。Klein and Leffler (1981) は，生産者が高品質な製
品を生産し続けるという協調的行動をとることを保証するための市場機構
を検討している。Klein and Leffler の分析自体はゲーム理論の枠組みに基
づくものではないが，Rasmusen（1989，訳書 II 巻 pp. 127-132）はこれを無




































が達成されると主張する。Fundenberg and Maskin (1986) を参照せよ。



























４） 長岡，平尾 (1998, p. 138) 参照。




生産者の総費用 C は，費用関数 C  c ( q )F (q )により与えられる。
ただし，c は可変費用で，生産量 x と製品の品質 q  HL に依存する。
F は固定費用であり，製品の品質 q に依存する６）。可変費用 c は，生産
量 x が増加すれば増加し (cx 0)，品質 q が上昇すれば増加する (cq 0)。
また，生産の限界費用 cx は，品質 q とともに増加する (cxq0)。固定費






































AC H，限界費用曲線は MC H，技術 L を選択したときの平均費用曲線は，
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場需要曲線は D H，技術 L を選択した生産者の市場供給曲線は S L，低品
質製品に対する消費者の市場需要曲線は D L で表わされる。
価格が損益分岐点となる p H ，p L より高いときには，超過利潤が発生
し，潜在的生産者の参入が続く。逆に，価格が p H ，p L より低いときに
は，各生産者の利潤は負になり，既存生産者の中から退出する者が出てく
る。長期的には，市場供給曲線と市場需要曲線が損益分岐価格 p H ，p L 
に等しくなるところで均衡し，均衡点は図１の点 E H，E L で表わされる。
また，このときの市場供給曲線は SH，SL で表わされる。
これより，長期市場均衡価格は，高品質製品が p H ，低品質製品が p L 
となり，各生産者の生産量は，高品質製品が x H となり，低品質製品が
x L となる（なお，市場供給量＝市場需要量は，右パネルに示されているように，
















より，p H MC L が成立する xdL となる。
このときの平均費用は CdL であるから，生産者は消費者を欺くことで，




































を上乗せした品質保証価格 p H  で取引されるとしよう。価格が p H から
p H  へと上昇することにより，高品質製品を生産する生産者は生産量を






























高品質製品の市場価格が p Hから p Hになり，(*) が満たされること
で品質が保証されるため，消費者はこれを信頼して，完全情報の場合より
も高価格で高品質製品を購入する意思をもつ。したがって，市場需要曲線
が D H から D Hへ移動し，均衡取引量は X Hから X Hへ増加するだろ
う。












また，(*) を p Hについて解くと，品質保証価格 p Hの下限を示す不
等式















者の参入が起こり，市場供給曲線が S Hから SHへ移動し，長期均衡



















８） 櫻井 (2005, p. 130) 参照。
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平均費用曲線は，図３，図４の AC H  で表される。このとき，AC H  

















































































量をとっている。技術 S を選択したときの平均費用曲線は AC S  ，限界
費用曲線は MC S，技術 H を選択したときの平均費用曲線は AC H  ，限
界費用曲線は MC L，技術 L を選択したときの平均費用曲線は AC L，限
図５：生産者が最高級品を生産する誘因










０ x L  x H  x S   xdL   xdH   xdL   
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非対称情報の下での品質の選択
― ―２７１
界費用曲線は MC L で表される。市場価格はそれぞれ p S  ，p H  ，p L で
あり，各生産者の生産量は x S  ，x H  ，x L である。そして，生産者の獲
得する超過利潤は，最高級品を生産する場合は D (p S  C S  )x S  ，
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